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７
月
25
日
（
木
）
晴

れ 

８
組
親
子
20
名

参
加
。
①
「
銚
子
洋
上

風
力
発
電
」 

講
師 

今
井
裕
二
様
他
４
名 

②
「
観
測
と
銚
子
の
風
」

講
師 

鈴
木
智
也
様

他
５
名 

事
務
局
鈴

木
・
上
田
・
岩
本 

市

民
の
会 

石
嶋
。 

 9:50

銚
子
市
ジ
オ

パ
ー
ク･

芸
術
セ
ン
タ

ー
集
合 

10:00

講
義 

発
電
の
種
類
と
し
く

み
風
力
発
電
機

の
工
作 

11:50

～13

：50 

昼
休
み
。
銚

子
地
方
気
象
台
集
合 

14:00

第
一
会
議
室
で
講
義 

風
の

吹
く
仕
組
み
と
利
用 

14:50

～15:30

施
設
見
学 

 

露
場 

観
測
機
器
８
種
、

3F
予
報
官
室 

屋
上 

雲
の

種
類
観
察 

観
測
機
器
３
種 

「
銚
子
の
風
が
い
い
」
の
で
、 

銚
子
沖
に
31
基
12
億
KWh

28 

        

万
世
帯
一
年
分
を
発
電
す
る

洋
上
風
力
発
電
所
が
建
設
中
。

ブ
レ
ー
ド
の
大
き
さ
や
回
転

の
速
さ
に
驚
き
な
が
ら
、
電

気
の
役
割
と
発
電
に
つ

い
て
学
ん
だ
。 

 

お
楽
し
み
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
工
作
キ
ッ

ト
で
風
力
発
電
機
の
模

型
を
作
り
、
う
ち
わ
や

扇
風
機
の
風
で
発
電

し
、
電
球
を
点
灯
さ
せ

た
。
羽
根
を
三
枚
か
ら

八
枚
と
工
夫
し
回
転
速

度
や
発
電
量
を
親
子
で

確
か
め
て
い
た
。 

 

ス
ラ
イ
ド
講
義
で
、
な

ぜ
風
が
吹
く
の
か
、
風
の

観
測
、
北
北
東
の
風
が
卓

越
し
て
い
る
銚
子
、
風
力

発
電
や
飛
行
機
で
の
風
の
利

用
に
つ
い
て
学
ん
だ
。 

     

７
月
28
日
（
日
）
曇 

講
師
は
、
千
葉
県
立
中
央
博

物
館
、
大
木
淳
一
氏
、 

学
芸

員 

岩
本
直
哉
氏
、 

市
民
の

会
、
宮
内
敏
、
石
毛
美
子
、
出

口
節
、
千
葉
科
学
大
生
２
名 

参
加
者
、
親
子
７
組
15
名
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

１０
時
～
11
時
半
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
講
義
、
銚
子
市
ジ
オ
パ

ー
ク
・
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
、
講

師
に
よ
る
蜃
気
楼
の
仕
組
み
、

各
地
の
激
レ
ア
蜃
気
楼
、
変

形
太
陽
、
九
十
九
里
浜
及
び

銚
子
地
域
の
蜃
気
楼
な
ど
を

学
習
し
た
。 

 

次
に
各
々
、
親
子
の
机
上

で
実
験
を
し
た
。 

① 

水
槽
に
水
500
㎖
を
入
れ
る
。 

② 

軽
量
カ
ッ
プ
で
水
500
㎖

に
砂
糖 

100
ｇ
を
入
れ
、

か
き
混
ぜ
砂
糖
水
を
作
る
。 

③
水
層
の
底
に
ホ
ー
ス
で
静

か
に
砂
糖
水
を
入
れ
る
。 

④
両
側
か
ら
親
と
子
供
の
顔

を
観
察
し
合
う
。
上
に
水
道

水
、
下
に
砂
糖
水
、
真
ん
中
の

境
界
面
で
、顔
の
中
心
が
伸
び
、

親
子
で
そ
の
変
化
を
笑
い
合
っ

て
い
た
。  

 

午
後
１
時
半
～
２
時
１０
分
、

飯
岡
漁
港
南
の
み
な
と
公
園
で

野
外
観
察
。 

望
遠
鏡
や
双
眼

鏡
で
観
察
し
た
が
残
念
な
が
ら

蜃
気
楼
は
出
現
し
な
か
っ
た
。 

 

午
後
２
時
半
～
３
時
半
、
銚

子
市
ジ
オ
パ
ー
ク
・
芸
術
セ
ン

タ
ー
に
戻
り
「
ま
と
め
の
講
義
」 

先
生
が
用
意
し
た
水
層
と
塩
水

層
の
水
槽
に
レ
ー
ザ
ー
光
線
を

通
す
実
験
を
見
せ
て
く
れ
た
。 

①
境
界
層
を
通
ら
な
い
光
線
は

ま
っ
す
ぐ
抜
け
た
。
②
境
界
層

を
通
る
光
線
は
屈
折
し
た
。 

理
解
し
や
す
い
実
験
だ
っ
た
。 

 

年
間
を
通
し
て
観
察
で
き
る

場
所
は
、
北
海
道
斜
里
町
と
千

葉
県
の
九
十
九
里
浜
で
あ
る
。

野
外
観
察
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

親
子
の
皆
さ
ん
は
満
足
し
て
帰

宅
し
た
と
思
う
。 

       

八
月
四
日(

日)

、
標
記
の
自

由
研
究
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

講
師
は
手
束
聡
子
先
生
で
、

千
科
大
生
五
名
と
上
田
専
門
員
、

内
匠
、
田
中
が
サ
ポ
ー
ト
。 

 

十
時
か
ら
銚
子
市
ジ
オ
パ
ー

ク
・
芸
術
セ
ン
タ
ー
実
験
室
で
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
基

礎
講
義
を
受
け
た
後
、
飯
岡
刑

部
岬
下
の
海
岸
に
移
動
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
含
む
砂

を
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
工
し

た
特
製
容
器
に
回
収
、
午
前
中

の
作
業
を
終
了
。 

 

海
岸
に
は
漂
着
ご
み
が
目
立

っ
た
の
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学

生
と
一
緒
に
回
収
も
実
施
し
た
。 

 

午
後
は
講
師
準
備
の
各
種
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
水
に
入
れ
て
浮

く
か
沈
む
か
を
確
認
実
験
し
、

そ
の
後
、
回
収
し
た
砂
の
中
か

ら
真
水
と
食
塩
を
加
え
た
水

（
海
水
相
当
）
を
使
用
し
、
水

に
浮
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回

収
し
、
数
を
確
認
。 

 

今
回
の
回
収
数
は
昨
年
度
よ

り
倍
近
く
あ
っ
た
と
の
こ
と
、

参
加
者
も
汚
染
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。 

 

手
束
先
生
の
説
明
で
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
八
割
は
水
に
浮
か

な
い
こ
と
や
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
人
間
へ
の
影
響
が

今
は
判
ら
な
い
か
ら
問
題
な
の

だ
」
と
の
言
葉
が
参
加
者
に
大

き
く
響
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

ツ
ア
ー
参
加
者
は
貴
重
な
経

験
を
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
取
り
扱
い
方
に
注
意
し
よ
う

と
思
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

      

７
月
20
日
（
土
）「
貝
標
本

を
つ
く
ろ
う
」が
実
施
さ
れ
た
。 

講
師
は
房
州
勝
也
氏
、
事
務
局

か
ら
上
田
専
門
員
、
市
民
の
会

か
ら
３
名
が
サ
ポ
ー
ト
で
参
加

し
た
。 

 

長
崎
防
災
空
地
に
集
合
し
、

講
師
か
ら
海
岸
で
の
注
意
事
項
、

貝
殻
の
採
取
方
法
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
海
岸
で
採
集
を
開
始

し
た
。
熱
中
症
の
危
険
性
を
考

慮
し
約
１
時
間
で
貝
殻
採
集
を

済
ま
せ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
沢
山
の

貝
殻
を
採
取
し
、
午
前
中
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ―

ク
を
終
了
し
た
。 

 

午
後
は
銚
子
市
・
ジ
オ
パ
ー

ク
芸
術
セ
ン
タ
ー
実
験
室
で
講

師
か
ら
貝
の
説
明
を
受
け
、
標

本
づ
く
り
を
開
始
し
た
。
先
ず

貝
殻
を
丁
寧
に
水
洗
い
し
て
か

ら
図
鑑
や
テ
キ
ス
ト
と
照
ら
し

合
わ
せ
名
前
を
見
つ
け
る
。
貝

の
種
類
は
沢
山
あ
る
為
、
こ
こ

が
一
番
大
変
な
作
業
、
み
ん
な

真
剣
な
表
情
で
行
っ
て
い
る
。

わ
か
ら
な
い
時
は
講
師
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
決
定
す
る
。
参

加
さ
れ
た
父
母
の
皆
さ
ん
は
手

を
出
さ
ず
に
子
供
を
見
守
っ
て

い
る
方
が
多
く
、
子
供
達
の
積

極
的
な
姿
に
感
心
し
た
。
あ
る

程
度
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
後

の
作
業
は
自
宅
で
の
宿
題
と
し

て
研
究
ツ
ア
ー
は
終
了
し
た
。 

 

講
師
か
ら
サ
ク
ラ
貝
と
ア
サ

ガ
オ
ガ
イ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受

け
取
り
笑
顔
で
帰
路
に
就
い
た
。 

(後編) 

蜃
気
楼
を
観
察
し
よ
う 

 
 
 
 
 

出
口 

節 
銚
子
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
調
べ
よ
う 

 
 
 
 
 
 

田
中 

豊 

  

銚子地方気象台露場で 

 洋上風力発電と風を知ろう！石嶋 博行 

貝
標
本
を
つ
く
ろ
う 

 
 
 
 

内
匠
五
月
枝 


